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Uniclassを付与した実施設計BIMモデルによる
概算コスト算出手法の検証



提案概要
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提案概要：取り組む課題

Uniclassを付与した実施設計BIMモデルによる
概算コスト算出手法の検証

■日本建築におけるBIMモデルのオブジェクトに、どの程度のUniclassコードが
付与できるのか？
■BIMオブジェクトにUniclassコードを付与する作業はどの程度の作業負荷
なのか？作業者にはどういうスキルが必要なのか？
■UniclassとRIBC2、それぞれの分類体系は、どの程度マッチングするのか？
■UniclassとRIBC2のマッピングテーブルによって、BIM積算ができるのか？ど
の程度効率化できるのか？
■Uniclassを活用したBIM積算は一般化、普及するのか？

課題A BIMモデルへのUniclass分類コードの付与検証

課題B UniclassとRIBC2のマッピングテーブルによる概算コスト算出手法の検証
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提案概要：Uniclassとは

建築BIM推進会議部会4による
「BIMを活用した積算・コストマネジメントの環境整備」協議会 2021年度活動報告 より

世界共通の建設分類体系。建築BIM推進会議部会4にて、Uniclassを利用した概算を行うための環境
整備を進め、Uniclass（日本語版）Web検索システムを2022年6月に一般公開。
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提案概要：RIBC2とは

一般社団法人建築コスト管理システム研究所による、内訳数量データ交換コード体系。令和3年度時点で、国8機関、47都道府県、20政令指
定都市、東京23区、404市町村、独立行政法人等66機関、設計・積算事務所4,519の法人で利用されている。

1つのRIBCコードに対して、多次元の表で項目と
単価が示されている。

多次元の表で構成されており、
工種によって、フォーマットが異なる。
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提案概要：検証の進め方1（ BIMモデルへのUniclass分類コードの付与）

石膏ボード クロス

EF_25_10
（壁）

SS_25_10_30_35
（石膏ボード間仕切り壁システム）

タイプパラメータタイプパラメータ

Uniclass_Code
EF

Uniclass_Code
Ss

※ BIMモデル（オートデスク社Revit）イメージ

BIMモデルを構成する部材に
Uniclass分類コードを付与

Pr［コードなし］

Pr_25_71_35_65

RevitマテリアルRevitマテリアル

Uniclass_Code
Pr

Uniclass_Code
Pr 石膏ボード

クロス
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提案概要：検証の進め方2（UniclassとRIBC2のマッピングによる概算コスト算出手法）

石膏ボード クロス

EF_25_10
（壁）

SS_25_10_30_35
（石膏ボード間仕切り壁システム）

タイプパラメータタイプパラメータ

Uniclass_Code
EF

Uniclass_Code
Ss

※ BIMモデル（オートデスク社Revit）イメージ

BIMモデルを構成する部材に
Uniclass分類コードを付与

Pr［コードなし］

Pr_25_71_35_65

RevitマテリアルRevitマテリアル

Uniclass_Code
Pr

Uniclass_Code
Pr 石膏ボード

クロス
B1-19063

RevitマテリアルRevitマテリアル

RIBC2_Code

RIBC2_Code
壁 クロス張り［材工共］
B0-538311
厚9.5/準不燃/鋼製、木、ﾎﾞｰﾄﾞ下地
継目処理(ﾍﾞﾍﾞﾙｴｯｼﾞ)/下張GB-R・厚12.5共

950円

RIBC2単価マスターRIBC2単価マスター

RIBC2_Code
B1-19063
RIBC2_Code
B0-538311 2200円

単価は
外にもつ
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提案概要：検証を通じて～建築のライフサイクルを通じたUniclassの活用へ～

本提案では、実施設計のBIMモデルで、繰り返し概算コストを算出する
仕組みを実証します。これにより、積算の効率化が期待できます。

BIMの属性情報にUniclassを付与

概算コストが
効率的に算出できる

BIMへのUniclass付与が
普及、一般化する

BIMモデルを構成する部材の
仕様特定や検索が可能になる

修繕計画や維持管理、
評価額算出などにも利活
用できるのでは・・・？

また、UniclassをBIMモデルの属性情報として付与することへの有用
性の理解が深まることで、Uniclassが付与されたBIMモデルの普及
が期待できます。分類体系Uniclassによって、部材特定が可能にな
るため、建築のライフサイクルを通じてさまざまな業務効率化が期待
できます。



検証プロセスとスケジュール
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検証プロセスとスケジュール

１

①BIMオブジェクトの整理

②検証用BIMモデル作成

③マッチしないUniclassの整理

④マッチングにかかる業務量・難易度把握

⑤効率的なUniclassマッチング手法の策定

2

①RIBC2単価表のデータベース化

②UniclassとRIBC2のマッピング

③マッピングできない項目の整理

3

①Uniclassを使った概算コスト算出ワークフローの策定

②Uniclassを使った数量算出・概算コスト算出

③算出した概算コストの精度検証

④と課題整理

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月



現時点での中間報告
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中間報告

１
①

BIMオブジェクトの整理
積算システム FKS
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中間報告

１
②

検証用BIMモデル作成
Revit2022
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中間報告

2

①

RIBC2単価表の
データベース化

RIBC2 多次元の表を
一次元の表へ
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中間報告

2

②

UniclassとRIBC2の
マッピング
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中間報告

３

①Uniclassを使った
概算コスト算出
ワークフローの策定

作業者 Uniclassを使った概算コスト算出のワークフロー

設計士

奥野設計

積算士

フジキ
建築事務所

実施設計

仕上の明細化

11

1’1’

44 数量
Uniclass
出力

22 仕上の配置

33 仕上の置換
Uniclassの付与

仕上毎にniclass付与

33

マテリアル集計

44

積算システム

Dynamo

二次集計

55
Excel VBA

55 RIBCコード・
コスト結合

Uniclass
RIBC2

マッピングテーブル

RIBC2
単価マスター

概算内訳66

1’1’

作業作業 ツールツール
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中間報告(最終アウトプットイメージ）

3

①Uniclassを使った
概算コスト算出
ワークフローの策定 マッピングテーブル、

単価マスターから結合する



To the exciting future together


